
















The Issues of Home Economics Education from the Viewpoint of the Students’ 








































































































中高免 （％） 小免 （％） 合計 （％）
有用観 将来役立つ（未来） 5人 16.1 9人 5.9 14人 7.6
家庭を築く上で役立つ（将来） 1 3.2 0 0.0 1 0.5
人生に役立つ（生涯） 4 12.9 0 0.0 4 2.2
実用的・生活に役立つ（現在） 17 54.8 38 24.8 55 29.9
生きる力・自立できる力をつける 2 6.5 11 7.2 13 7.1
誰もが関わる教科 0 0.0 1 0.7 1 0.5
実習イメー
ジ
調理実習があって楽しい 3 8.6 30 19.6 33 17.9
被服実習があって楽しい 1 3.2 5 3.3 6 3.3
実践的・実習のイメージ（講義より技術） 5 16.1 20 13.1 25 13.6
細かい作業の教科 0 0.0 1 0.7 1 0.5
物を作る教科 0 0.0 11 7.2 11 6.0
副教科観・
軽視
主要教科でない・副教科 4 12.9 2 1.3 6 3.3
昼寝，息抜き，合間，安らぎの教科 1 3.2 5 3.3 6 3.3
暗記が大変 0 0.0 3 2.0 3 1.6
専門的な知識ではない・勉強ではない 0 0.0 5 3.3 5 2.7
難しいことをやっていない 0 0.0 2 1.3 2 1.1
勉強は難しい（おそらく実習と対比して） 0 0.0 1 0.7 1 0.5
講義がつまらない 0 0.0 1 0.7 1 0.5
格差 好き嫌いに差がある教科 0 0.0 2 1.3 2 1.1
優劣がはっきり出る教科 0 0.0 3 2.0 3 1.6
形容 楽しい 4 13.0 32 20.9 36 19.6
おもしろい 1 3.2 0 0.0 1 0.5
大事 0 0.0 1 0.7 1 0.5
家庭的 0 0.0 4 2.6 4 2.2
苦痛・苦手 0 0.0 4 2.6 4 2.2
内容 衣食住 3 9.6 9 5.9 12 6.5
料理・裁縫 0 0.0 31 20.3 31 16.8
調理 0 0.0 2 1.3 2 1.1
多様な答えがある 1 3.2 0 0.0 1 0.5
家のこと（家事）を学ぶ 0 0.0 10 6.5 10 5.4
お母さんのやっていることを学ぶ 0 0.0 4 2.6 4 2.2
ジェンダー
バイアス
女性に役立つ教科／女性が学ぶ教科／女の教科 5 16.1 4 2.6 9 4.9
主婦・母親・奥さんに役立つ／花嫁修業 1 3.2 4 2.6 5 2.7
女性的 0 0.0 1 0.7 1 0.5
女の子（らしい）教科 1 3.2 3 2.0 4 2.2
人物的印象 先生が女性 0 0.0 1 0.7 1 0.5
お母さんのイメージ 1 3.2 5 3.3 6 3.3
先生が優しい 1 3.2 0 0.0 1 0.5
構成印象 グループ活動が多い 1 3.2 3 2.0 4 2.2





















































































































住生活（実習） 換気模型作成 1 設計 1 部屋マップ作成 1












































色の実験 1 洗濯実験 1
住生活（知識） 家について 1




























衣生活（知識） 絵表示 2 絵表示 2





































































































































































食生活（実習） 魚の三枚おろし 1 調理実習（既知ばかり） 1































住生活（実習） 掃除の仕方 1 間取り 3 間取り 10
保育（知識）
保育（実習） パペット作り 1
家庭生活（知識） 近隣の人とのかかわり
福祉について
収入・支出について
クーリングオフ
高齢者
消費者
ライフスタイル
1
1
1
1
1
1
2
家庭生活（実習）
全体 教科書を使った授業
教科書の筆記
1
1
不明 真っ白なパズルに色を塗る
だけの授業
1 お手玉を何回できるか 1
役立たなかった内容はない・覚えていない 90
248
室　　　雅　子
─　　─249
教員養成課程における大学生の家庭科観からみる家庭科教育の課題
り，「今」目の前で役に立つ内容でないと，学習の意義を感じられない者がいるというこ
とである。高校または大学卒業後には一人暮らしや新しい家族の形成など数年後に現実が
起こる場合があるのだが，その数年後への準備意識へもつながっていない。たとえば，家
計や消費の問題は，危機回避のための知識でもあるが予測意識がない。高齢期の学習は
「いずれくるから知っておく」という予測・準備だけではなく，現在高齢期を生きる人々
の立場になって自分がすべきことを考えてほしいのだが，「相手の立場」ではなく「今の
自分」が基準となっていることに気づかされる。これらから，今学習していることが「今
のあなた」にどうかかわっているかを説明することが必要であるといえるのではないだろ
うか。「間取り」のように，多くの教員が用いる教材が，印象に残って好意的にとらえら
れたり，役立たないと指摘されたりすることもある。同じ教材でも空想ではなく実感のあ
る説明が求められているといえよう。
　以上，家庭科を教える立場になる教職免許履修者に対して，家庭科のイメージとこれま
で学習した家庭科から印象に残った授業や役立ち感について明らかにしてきた。
　鎌田（1999）が1999年に小学校家庭科教育担当者の家庭科観を調べた研究において明
らかにした実態で，教員が研修したい内容として，環境教育，消費者教育，社会的な問
題，家族生活に関する内容を挙げていたが，今回の調査でも，これらの内容は教科イメー
ジにも印象に残った授業にも，役立った授業にもあまり出なかった。本研究では，大学で
の家政教育で取り組むべき課題を，挙げられた項目ごとに明らかにしたが，家庭科教育全
体としては，鎌田が指摘したような現代的な内容が家庭科として認識されるようにするこ
とも含め，大学では，家政系以外の学部では家庭科が科学に立脚しており，家事の
HOW TOを教える教科ではないこと，ジェンダーバイアスの払拭を男女共修の実現に甘
えず今一度確認すること，小学校の学習内容が中高の有用感の基礎になることを教える必
要性，家政系では家庭科で教える中身の答えがわかるだけではなく，家庭科で教える内容
がどうしてそれが答えになるのかを学生自身が理解できる必要性，が明らかとなった。
引用文献
志村結美・大島寿美子「大学生の家庭科観」教育実践学研究　13　山梨大学教育人間科学部附属
教育実践総合センター研究紀要　2008　pp. 127‒139
藤田智子「大学生の『家庭科』に対するイメージにみる男女共修家庭科の意義と課題」名古屋女
子大学紀要59　（家政・自然編）2013　pp. 1‒12
木村典子「家庭科教員志望者の家庭科観と生活経験の関連」文化女子大学紀要　服装学・造詣学
研究　38　2007　pp. 95‒106
池崎喜美恵他「教員養成大学家庭科生の職業選択に関する意識（第１報）─小・中・高等学校時
代の家庭科に対するイメージと大学専攻決定に関する意識―」日本家庭科教育学会誌　第41巻　
第１号　1998　pp. 63‒70
土屋善和他「高等学校定時制課程における生徒の家庭科観─全日制課程の比較からー」日本家庭
科教育学会誌　第55巻　第１号　2012　pp. 34‒42
鎌田浩子「小学校家庭科教育の担当者の家庭科観と指導の実態」日本家庭科教育学会誌　第42巻　
第１号　1999　pp. 1‒8
岡田安恵，入江和夫「大学生の家庭観および家族観」─山口大学生の場合─　山口大学教育学部
附属教育実践総合センター研究紀要　第21号　2006　pp. 107‒117
